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－「総探発表会」を中心に－
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〇美高の生徒たちによる活動
・美高生の美鈴が丘公民館主催の地域行事への 
ボランティア参加（「日本の伝統文化に触れよう 
和菓子作りに挑戦」「親子食育講座」）
・諸部活動による美鈴が丘地区「さわやか清掃」
・あすなろ会（部活動）としてのボランティア活動。 
美鈴が丘公民館（「子ども食堂」「キッズ料理教
室」「わ・わ・わ広場」）や佐伯区社会福祉協議 
会（「コミュニケーション麻雀」）等に協力。

〇地域からの支援・参画
・「防災校内研修」 区地域起こし推進課が講師
・「全体計画作成校内研修」 ＣＳ委員が講師
・「探究発表会」（年2回7月の3年生最終成果  
発表会，3月の1，2年生中間成果発表会）
へのＣＳ委員の参観・講評
・佐伯区「湯来町フィールドワ
 ーク」でＣＳ委員の区地域
 起こし推進課長が事前指導

広島市立美鈴が丘高等学校（美鈴が丘高校学校運営協議会）基本情報

学校所在地 生徒数
学校運営協議会 地域学校協働活動

推進員等数設置年度 委員数 年間開催回数

広島県広島市 ７２０名 令和３年度 ９名 ３回 ０名

校訓「進取 友愛 節度」のもと、高い志を持ち、変化の激しい社会において自らの未来を切り拓き、「地域共生社会」の担い手となる人材を育成する。

学校教育目標

〇国際平和文化都市，広島
市に向け，地域社会の発展
に貢献し続ける人材を育てる。
〇教科・科目等の授業改善
・「協同学習」の実施
・地域の魅力発信や課題解決
を行う探究活動（「総合的な
探究の時間」他）
・学校設定新科目「未来計
画」のカリキュラム開発
・授業改善研修，観察月間
〇公民館イベント、団地イベン
ト（生徒有志が参画）
・公民館での子ども食堂、小
学生夏休み課題、放課後児
童クラブ等の支援活動（あ
すなろ会(部活動)が参画）
・区地域起こし推進課が連携

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

ＰＴＡ会長（保護者代表）
美鈴が丘まちづくり協議会長
美鈴が丘地区自主防災連合会長
美鈴が丘地区青少年健全育成連 
絡協議会長 （地域住民代表）
佐伯区役所地域起こし推進課長
美鈴が丘公民館長
美鈴が丘中学校長      
(学校運営に資する活動を行う者) 
地元大学教授2名 (学識経験者)

委員の構成 第１回（6月）
前年度学校評価結果
今年度学校経営計画
普通科改革支援事業の概要
第２回（10月）
学校教育活動への意見・提言
学校経営目標に基づく教育活動
普通科改革支援始業の進捗状況
第３回（2月）
今年度学校評価報告書
次年度以降の取組，方針
普通科改革支援事業の進捗状況

主な議題例（令和５年度）

組織図

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など

学校運営協議会
 参画及び支援を促進し，学校と

 信頼関係を深め 学校運営の改善，
 生徒の健全育成に資する。
メンバー：保護者代表・地域住民
代表・学校の運営に資する活動を
行う者・学識経験者

保護者 地域住民等

 
校長
教職員

コンソーシアム
（探究的な活動を支援する

連携協力体制)
ＣＳを整備充実。事業を管理，
学科改編の状況を評価。
※学校評価の項目も設け管理
メンバー：CS委員・教職員・生
徒会代表・経営者・ 学識経験者

全9名
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広島市立高等学校の学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）

平成１３年度 全市立学校に「学校協力者会議」を設置し、学校・家庭・地域の連携協力体制を構築

令和２年度 先行的に小中一貫教育校３校にコミュニティ・スクールを導入 （導入校の「学校協力者会議」は廃止）

令和３年度 コミュニティ・スクール導入校の拡大（市立小学校２１校、中学校１２校、高等学校７校、中等教育学校１校）

令和３年１０月 コミュニティ・スクール導入についての説明動画を作成

内容：導入にかかる経緯や趣旨等の説明

※ 各校の研修会での利用の他、各校に設置している学校協力者会議等で視聴

令和３年１２月 「令和３年度コミュニティ・スクールに係る研修会」を実施

対象：市立学校の教職員、地域の希望者

内容：CSマイスターによる今後のコミュニティ・スクールの在り方についての講演や他自治体の取組の紹介

令和４年度 市立の全小・中・高等学校、中等教育学校、特別支援学校にコミュニティ・スクールを導入

令和４年 ８月 「令和４年度コミュニティ・スクールに係る研修会」を実施

対象：市立学校の教職員、地域の希望者

内容：先行的にコミュニティ・スクールを導入した市立学校による実践発表

CSマイスターによる今後のコミュニティ・スクールの在り方についての講演や他自治体の取組の紹介

令和５年１０月 「令和５年度コミュニティ・スクールに係る研修会」を実施

内容：コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進

※ 各校の学校運営協議会の委員も参加できるよう、オンラインによる研修の実施

基本情報
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広島市ハイスクールビジョン

令和４年３月
広島市ハイスクールビジョン 及び

ハイスクールビジョン推進プログラム の
中間見直しを実施

広島市立高等学校（８校）の将来構想

□ 広島市立高等学校 ７校

全日制課程 普通科４校（内コース設置校３校）

商業科・工業科

フレキシブル課程 キャリアデザイン科（総合学科）

□ 広島市立広島中等教育学校 １校

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

□ ハイスクールビジョン推進プログラム 広島市立美鈴が丘高等学校の将来構想

隣接する美鈴が丘小・中学校と連携した本校生徒が主体となって関わる校種をつないだ取組や、近隣の大学等と連携した地域の課題を専門的な見方・

考え方を取り入れ解決する取組等を通して、地域社会を担う生き方や働き方についての考え方を深めるキャリア教育を実践する新たな学科への改編につ

いて検討する。 

普通教育を主とする新たな学科（地域社会
学科）への改編について検討

文科事業への
申請準備

文部科学省委託事業「普通科改革支援事業」

グローカル探究科の準備
（地域社会学科）
入学者選抜の実施

グローカル探究科での特
色ある教育活動の
推進

基本情報
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広島市立美鈴が丘高等学校グローカル探究科の概要

資質・能力を育成するため
一体としてカリキュラムを実施

地域や社会の課題を見出す力 正解のない課題に向き合い続ける力 協同して課題を解決する力

□ カリキュラム開発

１ 新たな学校設定教科・科目「未来計画」の開設（１学年２単位）
学びの柱である探究の「学び方を学ぶ」プログラムを実施する。
探究の手法だけでなく、成長し続ける心構えも同時に習得する。

２ 探究活動を重視した各教科・科目の授業改善
「育成を目指す資質・能力」に基づく目標と評価規準の設定。
「問い」から始まり「社会につながる課題」を学ぶ授業へ。

３ 総合的な探究の時間（２・３学年２時間連続全学年同時間帯）
週１日は探究に特化した日をつくり、午後から学年の枠を超えた
フィールドワークや課題解決学習に集中できるよう設定する。

□ コンソーシアムの設置
（関係機関等との連携協力体制の整備）
大学教職員、地域（公民館）、企業（広島
ドラゴンフライズ）、行政機関 （地域起こ
し推進課）、との連携の窓口を整備している。

□ 高校コーディネーターの配置
令和６年度は大学教授を助言者として配置
し、令和７年度から民間経験者を配置し、社
会に開かれた教育課程の実現を目指す。

【グローカル探究科での取組・検討状況】
国際平和文化都市「広島」をフィールドとした学びにより、地域社会の発達に貢献し続ける人物を育成する

学 校 名：広島市立美鈴が丘高等学校グローカル探究科（地域社会学科）
設置年度：令和７年度 収容定員：７２０名（１学年２４０名）
主な特色：広島市が有する課題や魅力に着目した「探究的な活動」

を特色とする

＜育成を目指す資質・能力＞

【グローカル探究科設置に関する今後の課題】

□ コンソーシアムの継続
コンソーシアムを持続的に機能させるには設置者の支援が必要である。

□ 高校コーディネーターの配置
コーディネーターの認知度が低く、持続的な人的支援に障壁がある。
法的な位置づけがなければ、自治体ごとに温度差がでる。

×
大学・地域・行政教員と生徒による

〔改編検討組織〕
未来会議

〔連携協力体制〕
コンソーシアム

基本情報

学校運営協議会
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学校運営協議会を生かした美鈴が丘高校のカリキュラム改善の概要（R5年度)1

学校運営協議会 第1回（6月）
参画及び支援を促進し，学校と信頼関係を深め 
学校運営の改善，生徒の健全育成に資する。
メンバー：保護者代表・地域住民代表・学校
の運営に資する活動を行う者・学識経験者

学校運営協議会 第2回（10月）
  保護者代表・地域住民代表・
  学校の運営に資する活動を行う者・
  学識経験者

学校運営協議会 第3回（2月）
  保護者代表・地域住民代表・
  学校の運営に資する活動を行う者・
  学識経験者
探究発表会の事前打合せ（スライド2－⑥）

 
① 探究発表会 （7月 終業式後）

（3年生最終成果発表会）
ＣＳ委員（コンソ委員），

運営指導委員会委員 参観・講評

コンソーシアム（連携協力体制）
第2回会議（11月）

 CS委員他・教職員・生徒会代表・
 経営者・学識経験者

運営指導委員会（7月）
事業を評価・検証，指導・助言。
 メンバー：市教委部長・ＣＳマイスター・
大学教授・美高前校長

運営指導委員会（3月）
探究発表会の事前打合せ
（スライド２－⑥）

 
⑤ 「総探」全体計画作成の校内研修(1月)

ＣＳ委員（コンソ委員） 講師

② 授業観察月間（9月～12月）
ＣＳ委員（コンソ委員）参観

⑥ 探究発表会 （3月）
（1，2年生中間成果発表会）

ＣＳ委員,他のコンソ委員，運営指導委員
会委員 事前打合せ,参観・講評(２－⑥)

 

⑦佐伯区湯来町フィールドワーク（3月末）
 希望者生徒（18名）
ＣＳ委員（コンソ委員） 事前指導など

③生徒対象授業評価アンケート（9月）
ＣＳ委員（コンソ委員） 改善分析協力

コンソーシアム（探究的な活動を支援する
連携協力体制） 第1回会議（7月）
ＣＳを整備充実。事業を管理，学科改編の状況を評価。

 メンバー：CS委員他・教職員・生徒会代表・経営者・  
学識経験者

運営指導委員会（12月）

コンソーシアム（連携協力体制）
第3回会議（2月）

 CS委員他・教職員・生徒会代表・
経営者・学識経験者
探究発表会の事前打合せ（スライド２－⑥）

④ 授業改善の校内研修（10月）
ＣＳ委員（コンソ委員） 講師
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の具体－3年総探発表会 7月 参観・講評－2－①
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の具体－授業観察月間 参観－2－②
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表 生徒対象授業評価アンケート R5年9月実施 （一部）

授業改善の重点「問いを持って授業に臨む」に深く関わる「質問５ この授業では、
生徒が自分で問いを立てたり、課題を設定したりする工夫がなされている」の回答からは
、どの学年でも、60～70％の生徒が、自ら問いや課題を解決する工夫が授業でされ
ていたと肯定的な評価をしており、教員の工夫がよく伝わっていると考えられた。

学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の具体
－生徒対象授業評価アンケート 改善・評価の協力－2－③
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の具体
－授業改善の校内研修 講師－

2－④
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の具体
－「総探」全体計画及びその別葉作成の校内研修 講師－

2－⑤
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の具体
－1，2年総探発表会（3月） 事前打ち合わせ－

2－⑥
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の具体
－1，2年総探発表会（3月） 事前打ち合わせ－

2－⑥
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総探発表会 3月 1，2年生 参観・

学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の具体
－1，2年総探発表会（3月） 参観・講評－

2－⑥
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の具体
－佐伯区湯来町フィールドワーク 事前指導－

2－⑦

このフィールドワークは，地域の魅力や地域の課につ
いて，生徒たちが“体験”することで，「自分事」と捉
え，より深く考える問いが生まれることをねらう。

【フィールドワークの候補地】
・江田島市のかき打ち体験や魚釣り体験
・三次・庄原地区のサイクリング体験
☆佐伯区湯来町の多種多様な交流体験

湯来町を選んだ理由は，佐伯区役所（地域起こし課な
ど）の公的機関と連携し，探究活動を進められるから。
地域おこし課長は，探究発表会も参観していて,学校運

営協議会委員他であるから。
後日,課長と同課職員がフィールドワークの事前指導。

【参加者生徒から出された問いや課題例】
「外国人観光客に出会わなかった。ゲームソフトの『岩
手再現島』のように、湯来町も取り上げたら？」
「マンガの聖地となった施設が営業していない。集客性
の高いコンテンツを生み出す必要がある。湯来町の町並
みのイラストをフリー素材として配信しては？」
「観光資源を取り入れたアニメーション動画を作成して
はどうか？」等。
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の課題3

＜令和5年度 学校評価＞
① 中期経営目標
系統的な探究活動を研究・実践することにより,主
体的に学び,思考・判断し,課題を解決しようとする
生徒を育成する。
② 短期経営目標
自ら課題を設定し,主体的に学ぶ生徒を育成する
ため,「総合的な探究の時間」の学年全体での指導
体制を構築する。
③ 具体的方策
教育研究部が中心となって,毎時間の「総合的な
探究の時間」における指導資料を作成する。指導の
具体については,学年会および担任副担任の連絡
調整によって周知徹底を図る。

＜令和6年度 学校評価＞
① 中期経営目標
グローカル探究科で育成を目指す資質・能力を着実
に育成する。

② 短期経営目標 ※本年度の美高重点目標
グローカル探究科で育成を目指す資質・能力を全て
の教職員・生徒・関係者が把握し,本校のカリキュラムを
通じて資質・能力の伸長を目指す。
③ 具体的方策
4月当初の職員研修においてグローカル探究科で育
成を目指す資質・能力について教職間で共有する。
また,グローカル探究科で育成を目指す資質・能力の
ルーブリックを全ての生徒に説明し,各教室に掲示する。
授業観察月間で,各教員が資質・能力を育成する授
業を計画・実施する。

学校運営協議会 第1回（6/21）－校長による「学校経営方針2024」プレゼンテーションをふまえ－

【美高「拡大未来会議」からの「区役所連携型地域探究」提案】
・佐伯区役所から地域課題のアイデア出し(7月）
・美高生徒に適した課題を精選（8月）
・佐伯区役所と実施に向けた協議（9月～）
・区役所連携型地域探究の開始（12月～）
・地域関係者を招いて,探究発表会（2月予定）

コンソーシアム 第1回（6/28）

運営指導委員会（8/9）で報告

【学校経営計画について提案・協議】
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善の課題への具体的手立て
－探究発表会（3年生最終成果発表会） R6年7月24日 参観・講評－

3－①
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学校運営協議会を生かした美高カリキュラム改善のための今後の課題3－②

学校運営協議会の各委員が，美高との多様な協働的活動を充実させつつ，

① 美高カリキュラムを改善してゆく意味と効果的な方法について，生徒・保護者，
 教職員，学校運営協議会委員の間で共通認識を深める。

② コンソーシアム（探究的な活動を支援する連携協力体制）を, 実効的な支援
 ・協力の場とする。
 

③ 運営指導委員会からの創造的な指導・助言を理解し積極的に生かす。
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